
静電噴霧による消煙実験結果 (第2報)

Pesults 0' Ex問 rimentson Smoke Removal 

by Electrostat!c Spray System (Series 2) 
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Studies were about (uOOo. 'mental experiment on smoke.remo¥'al effect b~' electro Statistic spr釘

nozzle. We f・lIeda roOffi. whトchhad a volume of 12 cubic meters、引thSllloke from smokecandle and 

smoldering of wood 

Then， we electrified waterspray with -30kv direct currel"lt voltage and played in tO the smoke 

room for ~ minutes at 3.9 e Imin flowrate 

As a result of the ex問riment.we could remove 92~9a 同rcent of thc smoke in smoke 

concenlration ((s) 

1. 1:じめに

It地司Olllノズルによる梢煙実践については.ー
れまで容併2πJ限度の箱に先測した煙6こ対して行

ってきたが さつに大き信室内の煙に対して ど

ω程度の硝煙効果が向。れるかを解明するため‘
煙突験主の容慣を12nずに広大し 継続実般を行ヲ

たので，その結果を報告する.

2 実験項目

(1) 除電噴稼ノズルの水噴111絃射特性の澗定
ア敏射形状

イ飲水温

ウ水嘆!lU子径
(2)消理効集の測定

ア煙の自然減衰

イ tIIー水噴窃放射による j~甥効果

ウ {!f喧水噴霧放射による消煙効果

3 実験期間J.W実験場吊

自昭和59~手7円 12日笠間相60年 4月 i9日

総合3経験室。電気実蛾蜜

-事1三三続完Z ・・鉱蛾..，即断 ・・・杉並消防胃

4 実験装置

実験装置主体l~ . ¥:gj 1のとおり何重，ノズル

高唱原発生装置.送水用ポンプ，1を甥炉。ヱアー
コンプレッサー.煙刻限度測定主主盤事かう情"'され

て<，る.
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図1 実職差置慨略国

川 煙室

煙宜I.!.削lJ3 m.奥行201.高さ 2mで

恨屋アyグルの伊tMを使い、壁.床.王弁部分

iこは。すべて週明梅化ビニール阪を袈り 宙開

情遣と した.

間 静電噴語ノズル

:I~臓に使用 したノズルは， 閏 2 に示すとおり

LHl2.5・の粛正由貿宛ノズルiニ中空円錐状のナ

イロン樹脂劉プロテクターを誼11，その円歯に

直性1田町φの銅製門環状電傾全般定した.ー
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フ町 唄勾ノズル先焔lニ"グランドピ〉が必け
てあり。喧極聞に司w.憎成きれる情遣のιの
である.ノズルl.j:，煙室の前面壁体中3鳥居容に穴

をあIjて貫通し，床上1.2mの位置で煙室中央

に向けて噴霧が水平に政射されるように設定し

y号
、一・
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~ .鍾
グラ J ドピン
/'噴概ノズル

図2 僻電噴lIiノズル

(3) 鍵温度計

題濃度計は。図3に示?と ，t:iり CDSと自然

電球で例成する減光式機度計を煙草の中央床上

1.2mの位置に設定し.IU圧に変検した威光値

をぺン1コーダーで配録した.
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国3 ノズル鍵ilJlI十の取付位置

“}高11圧尭生義置，送水用ポンプ.発煙炉I ヱ
アーコンプレッサー

これらり実験使用器材については。第1報に

!fJ1tした bのと閉じものを使附した.

5実験方法

川 煙の盆成方法

実験に使則した煙1:1.3庭剤1t:20gの発煙筒の

煙L 木材(杉勿)2 kgの繍燐姥の2種綴であ

る.木村の煩焼煙については，木村金量埋炉へ

入れガスコンロで加熱し，繍焼した輝eエア
コノプレツザ で煙室にi昌り込む方法で行った。

(2) 併電噴駿ノズルによる波射特性の測定

アラシジャーポyプで守ノズル圧力20同/団'忌
で順次上げ.'111の!';射角度.政水量3手を測定

した。水噴霧佐子世の潤定については ノズル

圧力20同/<>lの飢ー水噴霧世子丑ぴ印加旬!EE-
30"，で敏射した水噴曾位子をコロジオンを慾

布したスライドグラス上に綱集し 光学顕微鏡

c写民燭修し。幼子後。位子数の計測及び統計
処理を行った.

(お 消煙効果の測定

ア鎮の自然厳蕊

煙室に発煙筒1本 (20g)を災き 拘3分間

発煙させてタ唱を充満しーn然放置した状婚で
壇湯度減衰状況をぺ〆レコーダ で自動記録

した.また，木材の縄焼煙については 20......30

分間煙室に送り込み.減光係費支C，が3.2程度
に上昇した時点で自然放置し.煙混度の減資

状況を記録した。

イ 消煙効果の測定

締篭噴第ノズルによる消煙効艇をみるため

に 煙室内に腫を充満させた後 水嘆稼放射

のみをffった場合の消煙実験と水町質勝敏射時

に 30kvの篭圧を岡崎に印加した渇合の消

煙突験を行った.

6 実騎結果と考察

(() ノズルの水噴甥放射特性

!J.噴錫ノズルの水町貨舞放射性状は，写真 1

図4に示すとおり.ノズル圧力20kg/cWで噴錆の

模湖角度は60・9 放水盤i:13.9llmin，敏水射慨

は約 3mで。ほほ均-，"微位司耐震と "ってい

る.

間 涯の自然援褒状坦

発煙筒の理及び木材の綱策煙を痩室内に

Cs=3.5及ぴ3.2の演目Eで充満さぜ 自然放置し

た結果 その減衰状況は.図5 固6に示すと

必り 時間経過に対し煙濃度は。ほぽー定の値

を示し。殆んど減衰しない状況が認められた.
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写実 i 静電噴舞ノズルの水明甥放射将位
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13) 消煙効果

発煙筒の僚に対する消婿効県についてl'.国
5!、小すとおり水噴it敏射のみの翁合C5-=-3.5

が5分後Cs=I t.で降下した.これに対し目水

'1第鰍射と 30kvの首位E印加を同時に行った

場合には.Cs=3.6.6，Cs=O.3iで降下し，きわ

めて良好な消煙劫擦が得られた.，降線問'"摘煙

効率としては 無帯電水明翁叙射で71%。裕也

水噴甥肱射で92拓を示した.

次に木材の矯燐煙に11する楳j燈効燥について

は 由6に示すとおり水噌縛欽射のみの喝合

Cs=3.3f.lt 5分後 (s=0，25まで降下した.これ

に対」水噴銀血射と-30kvの旬正印加会同時

。 2 3 . ， 
-9ItM (分}

図6 木質燈温度~碕間幽線
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に行った喝合には Cs=3.UJ.C温-0.05まで降

下した.厳終的な消煙効車としては，無事告電水

喰鍵紋射で92%.停電水噴鯵依射で抽出金示し

'司". 
以ょの英敏8官接から発煙筒の煙より'"材の沼
袋煙の方が消煙しやす<.ぷた.併篭個責務ノズ

ルによる水噴縛鍬射を行うと.さらに良好な消

煙効果が憎られる ζとがわかった.

(4) 水噴軍総予径の測定結果

静電唄錫ノズルの水噴惨也子の形状大会さ。

倒微などの測定結果Ii.写真2&ぴ決1に示す

とおりである.ザウタ 平均桂子径として帯電

水噴織敏子径が184μmであり第1線の実験に

慌用したノズルよりやや絵子筏の大きい噴甥を

放射した.

国月
同主l5R..:.. ， . 
写真2 静電喰標ノズルによる

帯電水噴甥敏子形状
1I聖水圧力20kg/C!R')

(5) ホ喰甥車生射後の煙徹子の鶴測結果

無停電水噴露政i'tの布結合と帯電水噴甥放射の
場合とでは.写真 3.4に示すと"り煙組子の

大きさが鈍っていることがわかった.写真は.

それぞれの政射条件で5分間消煙金行い，その

写真3 無傷.:水噴11$射線の破存煙粒子

表1 稽電水噴111生射の粒子径計測舘果
t崎川

。

'
一泊
-
s
-
s
t

ザウタ 単均値，，-:!ndk・/玄岨k':1S..82μm 

後 l 時間銀艦し煙室に後存ずる煙位子~スラ

イドグラスに繍9慢し顕微鍵写真を栂修したもの

である.帯電水噴軍事放射では，煙が凝集して粧

子径が大き 〈なったものと智えられる.このこ

とは当然煩測度が低〈令り，見透しが改轡され

る時間b道<"る理由を裏付げるものである。

写真4 繕竃水機揖銀射後の曙手事壇韓予

(52 ) 



7.まとめ

今回の実験では，煙室の大きさが12m'で前回の

6倍の容積となっている。また，使用ノズルの放

水量は，前回のものが1.1e /minであったが，今
回のものは3.ge/minで約3.5倍となっている。静

電気を応用した水噴霧ノズルによって実大規模の

消煙がどの程度可能であるかを解明するため，そ

の基礎的な実験を行ったものであるが本実験に使

用した程度のノズルでもかなり良好な消煙効果が

( 53) 

得られることがわかった。今後は.電源、装置の小

型化などが具体化できれば実用化の可能性も期待

できる。
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